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第34次南極行の 「しらせ」の晴海帰港を間近に控えた
3月末に退官を迎える.第1次 南極地域観測隊を乗せた









なかった.12月末,氷 海に入って間もな く氷に閉 じこめ
られ,航 行不能になった.オ ホーツク海岸に生まれ育ち,
流氷には慣れ親しんでいたが,南 極の氷の凄さは別であ








第3次 隊では,第2次 隊の失敗からヘ リコプターによ
る輸送が計画された.基 地から約150kmの地点から空
輸で,60トン足 らずの物資が送 りこまれ,14名の観測隊
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極 地 研 ニ ュ ー ス113
は,再 開2年 目 の 第8次 越 冬 隊 に参 加 した.「 ふ じ」 は
本 格 的 な砕 氷 船 と し て造 られ,毎 次500トンの物 資 を運
ぶ こ とが で き,昭 和 基 地 の 施 設 ・設 備 は急 速 に充 実 した.
第8次 の 越 冬 か ら帰 国 す る と,第ll次 の 夏隊 長 と して
昭 和 基 地 に ロ ケ ッ ト打 ち上 げ施 設 を建 設 し,ロ ケ ッ ト2
機 の打 ち.トげ の 実 験 総 括 を命 じら れ た.観 測 再 開 に際 し
て,二 つ の 大 き な計 画 が 立 て られ て い た.・ つ は極 点 旅
行 で あ り,こ れ は村.11i隊長 の下 で 第9次 隊 に よ り実 施 さ
れ た.も う ・つ が ロ ケ ッ トに よ る オ ー ロ ラ等 の観 測 で あ
り,こ れ を第11次隊 の 夏期 か ら始 め よ う とい うの で あ る.
ロ ケ ッ ト打 ち一ヒげ な ど見 た こ と もな く当惑 したが,と に
か く,東 京 大 学 宇 宙 航 空 研 究 所(現 在 の 宇宙 科 学 研 究
所)を は じめ,ロ ケ ッ トメ ー カ ー な ど に 日参 し,.一夜 漬
け の 勉 強 を した,し か し,打 ち上 げ の実 際 は そ れぞ れ の
㌧1∫門 家 に任 せ る ので あ る.私 の 役Hは,南 極 と い う特 殊
な 環 境 に ど う適 合 させ,チ ー ム ワ ー ク を どの よ う に も っ
て い くか と い う こ とで あ っ た,1970年2月10日,1号 機
を 無 事打 ち1:げる こ とが で き,御 指 導 い た だ い た宇 宙 航
空 研 究 所 へ 成 功 の電 報 を打 った の だ が,翌 日,日 本 で 初
め て の 衛 星 「お おす み 」 打 ち.ヒげ の報 が内 の浦 か ら届 い
た,南 極 で の ロ ケ ッ ト実 験 は,こ の あ と国 際 磁 気 圏 観 測
(IMS)や中 層 大 気 国 際 共 同 観 測(MAP)な ど にお い て
食堂棟(第8次}
も続 け ら れ,多 くの 成 果 を得 た,第11次 夏 隊 は,大 きな
仕 事 を無 事 終 えて 帰 路 に つ い たの だ が,思 いが けな く
「ふ じ」 が 氷 に つ か ま って し ま った.「 ふ じ」 の初 めて の
ビセ ッ トで あ る.「 ふ じ」 は 左 右2軸 の 推 進 機 を も っ て
い る が,右 軸 の プ ロペ ラ4枚 全 部 が 折 損 し,推 進 力が 半
減 して しま っ た,ソ 連 の 砕 氷 船 「オ ビ」 が 救 援 に 来 た が,
氷 が 厚 くて全 く近 づ け な か っ た,結 局1か 月 余 りの ビセ
ッ トで あ った が,氷 状 は 一 夜 で好 転 し,自 力 で脱 出す る
こ とが で きた.南 極 の 海 氷 の 凄 さを,宗?Fll.V代に 引 き続












ペ レーションの展開を期待 していた.と ころが,駐 機し
ていた海氷が低気圧に伴ううね りによって割れ,1機 は
水没 し,1機 は海氷と共に流れ去って しまった.昭和基
地開設以来,20数年間割れることのなかった基地前の海
氷が一夜にして完全に流れ去 り,私は南極の自然の恐し





2年目の 「しらせ」に乗 った.「ふ じ」 より格段に強い
砕氷能力と,約2倍 の物資輸送が可能である.日 本隊の




























調 査 範 囲 を広 げ る た め,昭 和 基 地 の 西 方 約650kmに 新
観 測 拠 点 「あ す か 」 の 建 設 に 着 手 した.「 あ す か 」 は3
年 後 に完 成 し,第28次 隊 か ら5年 間,こ こ で の越 冬 が な ろ で あ る.
され,超 高層 物 理,気 象,地 理,地 質,生 物 な ど多 くの






























私 は,南 極 の 自然 の 厳 し さを い や とい うほ ど味 わ った.
しか し,い や,だ か ら こ そ,南 極 は や は り魅 力 的 な と こ
(筆者 国立 極 地研 究 所 企[111i調整 官)
南極における中国の観測活動と雪氷研究
謝 自 楚
中 国 の南 極 研 究 活動 は,そ の 開 始 が 諸 外 国 に比 べ て か
な り遅 い.そ れ は,今 か ら13年前q980年)に,私 を含
む2名 の 中 国 科学 者が オ ー ス トラ リア南 極 観 測 隊 に参 加
した と きに始 まる,し か し,そ の 後 の 展 開 は比 較 的 早 く,
国 家 南 極 考 察 委員 会　CNCAR)が1981年に1設置 され.
1983年に は 全 国 人 民代 表 大 会常 務 委員 会が 南 極 条 約 に加
盟 す る こ と を承 認 した.翌1984年に 第1次 中 国南 極 考 察
隊　CCHINARE)　が 出 発 し,1984・85年の 夏 に.キ ン グ
ジ ョー ジ島 に 「長 城 基 地 」 を建 設 して 越 冬 観 測 を開始 し
た.4年 後 の1988・89年の 夏 に は,第2の 越 冬観 測 基 地
「中 山 基 地 」 が 東 南 極 プ リ ズ湾 に 建 設 され た .現 在 は,
第9次 中国 南 極 考 察 隊 が 越 冬 観 測 中 で ある..一方,南 大
洋 の 海 洋研 究 も,1984・85年か ら開 始 され た.
中 国の 南 極 科学 研 究 は,地 質 学,地 球 物 理 学,地 球 化
学,測 地 学,地 図作 成,第 四 紀 地 質 学,地 形学,雪 氷 学,
寒 冷学,気 象 学,超 高 層 物 理 学,海 洋 学,生 物 学,生 態
学,南 極 オ キ ア ミ研 究,南 極 環 境 医 学,心 理 学 な どの 多
岐 に わ た っ て い る.南 極 観 測 の 成 果 は,1988年に創Vl」さ
れ た 「南 極 研 究　(Journal　of　Antarctic　Research}」,　現
在 第6巻 ま で1:1]行済 の 「南 極研 究 論 文 集 」 な ど に投 稿 さ
れ る ほ か,国 内 外 で 開 催 され る 関 連 分 野 の シ ン ポ ジ ウ ム
や,国 際 学 会 誌 等 に 発 表 され て い る.
南 極 に お け る雪 氷研 究 は,主 と して 東 南 極 の ロー ドー
ム,キ ング ジ ョ ー ジ島 の ネ ル ソ ンお よ び コ リ ン スの ア イ
ス キ ャ ップ な どで 実 施 され て い る.ロ ー ドー ム に お け る
中 国 と オー ス トラ リア の 雪 氷 研 究 者 に よ る 共 同 観測 は,
1982～85年の 毎 年 と1987年とに,オ ー ス トラ リ ア南 極 観
測 隊 の ケ ー シー 基 地 越 冬 隊 に よ って 実 施 さ れ た.積 雪 表
層 お よ びフ ィル ン層 の 物 理 的 ・熱 的 な性 質,積 雪密 度 の
3-一





































モニタリング』であ り,その 目的 と方法について討論さ






































山 岸 久 雄
標記シンポジウムは平成4年12月15日及び16日,国立
極地研究所講堂において開催された.参加者は実人数91
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名,口頭発表51件,ポスター発表19件であった.
分野別の内訳はHF波 動3件,　VLF波動12件,　ULF
波動9件,オ ーロラサプス トーム7件,磁 気圏一電離圏
結合7件,太 陽圏,太 陽活動4件,磁 気嵐7件.オ ーロ
































平 成4年11月29日 ～12月5日 　 Ms,　STOCKTON,　E
(米国 国務 省 情 報 調 査 局 地 図 課 地 図 専 門官)
Mr,　JOHNSON,　M,　(同地 図 専 門官)
12月18日～12月20日　 Prof,　LEBOEUF,　B.　(カリフ ォル







Ms.　BLACKWELL,　S.　(同研 究 助 手)
Mr,　CROCKER,　D.　(同大 学 院生)
Mr,　ANDREWS,　R.　(ブリテ ィ ッシ ュ コ ロ ン ビア
大 学 研 究 助 手)
Dr.　HUDSON,　B.　(クイ ー ンズ ラ ン
ド科 学 技 術 大 学 助 教 授)
Dr,　GALAS,　R.　(ポツダ ム 地球 物
理 中 央 局 主 任研 究 員)
Prof.　COLE,　K,　D.　(オー ス トラ
リ ア ・ラ トロ ーベ 大 学 教 授)
Dr.　ZWALLY,　H.　J.　(米国 航 空 宇 宙 局 ゴ ダー
ド宇 宙 飛 行 セ ン タ ー主 任 研 究 員)
Dr.　LUHR,　H.　(ブラ ウ ン シ ュバ
イ ク工 科 大 学研 究 員)
Mr.　TAYLOR,　C,　(前米 国 航 空 宇
宙 局 追 跡 ・デ ー タ部 門 副 監 理 官)
Dr,　CHANG,　A.　(米国 航 空 宇 宙 局 ジ ェ ッ ト推 進
研 究 所 研 究 官)
Dr,　SCHULTZ,　N,　E.　(同ゴ ダ ー ド宇 宙 飛 行 セ ン










帰投 した.残 る ドーム旅行隊も20日にSl6帰着 した後,
24目しらせヘリコプターによってピックアップされた.
同パーティーが約3か 月ぶりに昭和基地に戻 り,33次隊











極 地 研 二 」 一 ス113
南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
昭 和 基 地
(Syowa:89532)
平 均 気 温(Meantemp、)　 (℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Meanpressure,　sea　level)　(hPa)
平 均 蒸 気 圧(Meanvapourpressure)　(hPa)
平 均 相 対 湿 度(Mean　 relative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　 wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分 間 平 均(Max.　 wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10.min.mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　 (m/s)
平 均 雲 最(Mean　 cloud　cover)　(1/10)











































水時に消費量 を抑制する工夫 をしている.潜 水時に心
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